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（北根室支所）

１ 課題の背景 *********************************************************************

２ 活動の経過 *********************************************************************

(1)導入実態の調査

・新しい換気システムの導入が進む

・換気システムを輸入し、

設計を海外のメーカーに

委託するケースが増加

図 新しい換気システムを導入した農場数の推移

(2)農場毎の換気状態を数値化＆評価方法を見いだす

①換気を見える化（R元年）

・気温、湿度、CO2濃度、風速、ダスト、空中

浮遊細菌数等を定点測定し数値化

・数値と煙霧で牛舎内の換気ムラ発生箇所を特定

・風速の計測により、設計との誤差を把握

②換気の評価方法を開発（R元～３年）

・各種計測結果を基に評価基準を

検討

・空気のよどみや、温度分布を視覚

化し、農業者に対しての表現方法

を模索

牛舎換気におけるスマート農業技術の評価にPDCAを導入

搾乳牛舎の

陰圧換気

ほ育牛舎の

陽圧換気

換気の
評価方法
を開発・
実践

農場毎の
換気状態
を数値化

改善策
を提示

活動のねらい新
し
い
換
気
方
式

しかし

農場間で

換気状態

に差

左：煙霧で空気の流れを確認している様子、

右：使用電力計測機器の取付場面

使用した計測機器（左上からCO2測定器、風速測定器、温湿

度データロガー、CO2データロガー、ダストメーター、空中浮

遊細菌数測定器、サーモグラフィー、コマ撮り撮影機、下段は

使用電力測定機器、煙霧発生装置）

スマート農業技術の導入

陽圧換気 陰圧換気 （数値：農場数）

H31 R1 R2 R3

設計
施工

運用
開始

ここが
不足！
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(３)牛舎換気の評価

・チームで客観的に評価（R元～３年）

３ 活動の成果 ********************************************************************

(１)農場毎の課題を明確化（R元～2年）

50％ 50％ 50％ 50％
67% 67%

(２)改善策の実施例（R２～R3年）

省電力な国内製のﾌｧﾝ 省電力ﾌｧﾝの増設と 厳冬期におけるﾌｧﾝ
を使い換気量を増加 運用方法の提案 運用方法をｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

暑熱時でも受胎率 換気ムラが解消され 舎内の凍結が減っ

が落ちないので、 牛が寝るようになり た上に肺炎の発生

農業者の声 年間出荷乳量 疾病が減少 が無くなった

が増加した した

４ 今後の活動 ********************************************************************

(1)今回得た知見を新たな換気設計プランに反映させ、PDCA

サイクルを循環させる

(2)換気測定および評価方法の普及と関係者の人材育成

(3)より省電力で快適な換気システムの開発・設置・普及拡大

に向けて、チームで広く情報提供を行う

技術
協力

国内ﾌｧﾝ製造ﾒｰｶｰ

技術部門2名

酪農試3名・北方
建築研究所3名

調査
集計

企画
調整

ｼｽﾃﾑ
稼働

調査協力農場
９戸

普及センター3名

調査・研究ﾁｰﾑ

下：CO2の
舎内分布図

上：農場毎
のCO2日内
変動

換気設計や設
置方法に問題

電気代を考慮して
ﾌｧﾝの稼働を抑制

牛舎内の換気ムラ 舎内の凍結を回避する
ためﾌｧﾝを夜間停止

n =9n =８ n=８ n=9

改善
実施

ﾁｰﾑで
評価

評価を基に提案
を行い農場毎に
換気を改善 6戸

次は
ここ！


